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実 験 方 法
実験の方法は前報に述べた所と殆ど同様であるが,その大要を記すれば,原料のアカマツを鈍に
てデノブとなし,蒸解薬品の使用量を16%,21.5%,26.0%の三種 とし,その各々に就て硫化 ソ-
ダと亜硫酸 ソーダの混合比を0-100%の間に変化せしめて蒸解 した｡蒸解液の組成は第 1表に示す
如 く,又液比は 4.6cc/g とした｡ 蒸解時間は温度上昇を開始してより30分にて 110oCに到達せ
しめ, 同温度に2時間保持 したる後,25分を要して 170DCに上昇せしめ2時間半蒸解 した｡ 蒸解
チップはランペンミルにて砕解 し,バルブシー トを作成し,収量を測定した｡叩解は小型実験用ビ
-クーで約 50oS-Rに叩解 し,標準法に従い試験紙葉を作成した｡


























*NaョsRatio- Total chTg高遠訂 ×100(形)
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各蒸解 シリーズのパルプ収率,化学成分,廃液の pH,脱 リグニン試料の粘度等ほ,第2表に示
Table2･ PulpYiel.d,ChemicalComponents,PH oISpentLiquor
andViscosityofPulp
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薬液濃度の低い場合,硫化 ソーダ率0の時原液は硬も酸性が強いが,硫化 十 =考卒が黙し増､え
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然 し,斯様な状態で蒸解 して得たパルプを亜塩素酸 ソ-ダで脱 リグニンして作成した試料に就て
粘度測定 した結果を見ると,硫化 ソ-ダ率 0の場合廃液の酸性は最も強 く,従って繊維素も少しば
か り酸加水分解を起 した如 く粘度も最も低いが,硫化 ソーダ率が少し増して廃液のpHが中性に近
づけば,粘宴も上昇 し蒸解が相当強いアルカ リ性に於て行われた場合も,僅か低下 している様であ
るが大体一定の粘度をもって居る｡
次に之等のパルプの機械的性質に就て第 3表の結果を基礎 として検討 して見よう｡金紋的に硫化
ソ-ダ率の大なる程,蒸解チップは柔軟性を増し,ラ-/ペ-/ミルに依る砕解時間及びビ-クーに依
る叩解簿問が短縮された｡第 5図は硫化 ソーダ率 と試験紙葉の強蜜との関係を示しているが,r薬液
濃度の高い蒸解 シリ-ズのパルプは何れの強度に於ても高い値を占め,比破裂鹿と断裂長は良 く似
た傾向の曲線を示している｡
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衛に連すれば後者もそれに従い,再び リグニンが減少し始めれば強度も再び増加すると言 う様に,
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強変を示し,一文薬液濃度の高い程その極大値も明瞭に現れている｡従って比引裂度は, リグ-シ量
に変化あない部分に於て最高値を示し,叉硫化 ソザ 率が増大して リグニン量が減少すれば`他の強
度 とは正反対に却って減少する事等よ▲り, リグニン以外の他の因子も影響 しているも'のと考えられ
るが∴その一つ として蒸解液のpHをあげる事が出来よう｡
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カ リ性の場合も,やは りアルカ里こ依る繊維素の酸化等を引き起 して僅かながら粘度を低下せしめ
ている. 従って比引裂慶は織姫素の余 り侵されない様な蒸解液の条件,即ち蒸解廃液のpHがTj著
中性附近になる如き場合,最高の値を示したものと考えられる｡





パルプ収率と強度 とゐ関係を図示すれば第 6図の勃 くなるが之 より収率60γ72%の高収率部分に
於て･,断裂長 6ん7,比破裂度6.ら-7.5にして比引裂度200-300の比較的優秀な強度を持つパルプ
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の存在する事が認められた｡之等の強度的数値は従来のクラフトくルプのそれに匹敵し特に引裂強
度に於てはそれを凌駕するものも見出される｡
総 括
前報に引続き,亜硫酸ソ-ダ ･硫化 ソーダ混合薬液に依ってアカマツを蒸解し,得たパルプに就
てその化学的及び機械的性質を検討した｡その結果,此破裂慶はパルプ中の残存 リグニン量と全く
対称的な逆比例的関係を有し,叉断裂長もそれ程特徴的ではないが略々同様の関係がある事を認め
た｡.然しながら,此引裂度は硫化 ソーダ率40-60%の範囲内に於て極大値を示したが,その原因の
一つとして廃液のpH及び脱 リグニンパルプの粘度の測定結果等より,繊維素の余 り侵されない様
な蒸解の条件,即ち蒸解廃液のpHが丁度中性的近になる如き場合,比引裂度に最高値を得たもの
と考えられる｡
叉パルプ収率キ強度との関係に就ては,収率60-72%の高収率部分に於で,従来のクラフトミル
を得る事に成功した｡
Resum冶
TheinvestigationpresentedhereisanattempttoobtairlthehJ'gh yieldandstrong
unbleachedpulp.Japaneseredpine(PinusdensifloraSieb;etZucc.)wascookedinthe
mixedsolutionofsodiumsulphiteandsodiumsulphideunderthesameconditionasthe
previousreport.Itwasfoundthattheburstfactorofsheetrelatedintheinversepro-
portiontotheresiduallignininthepulp,butthetearfactorhadthemax.pointatthe
40-60%Sodiumsulphideratioofthecookingliquor.
1
FromtheresultsofmeasuringpHofthespentliquorandtheviscosityofthedelig-
nifiedpulp,wefoundthatthetearfactor-wasthehighestvalueatthemoderatecooking
conditioncausingnodegradatim ofcelulose.
Asfortherelationbetweenthepulpyieldandthemechanicalproperties,itisre-
cognizedthatthestrongunbleachedpulpswhichareequaltothechemicalkraftpulpcan
beobtainedatthehigh,y]'eldrangeof60-72%.
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